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図-1 試験機の概要 

図-2 供試体の概要 
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1． はじめに 

超高強度繊維補強コンクリ－ト（UFC）は優れた力

学特性，耐久性を有する繊維補強セメント系材料の

一つである 1)．常温硬化型 UFC の登場により現場打

設が可能となり，断面修復工法等の補修材としての

適用が期待されている． 

断面修復工法では補修材の収縮が母材コンクリー

トに拘束されることによるひび割れが懸念されるた

め，補修材の拘束条件下における収縮ひび割れ抵抗

性を適切に評価する必要がある．ひび割れの有無の

みならず，ひび割れ発生に対してどの程度余裕があ

るのかを定量化できれば断面補修材の補修サイクル

の高信頼化にも繋がる． 

本研究では収縮ひび割れ抵抗性を疑似完全拘束試

験による拘束応力の評価を行い比較検討した． 

 

2． 実験概要 

2．1 使用材料と配合 

本実験では，常温硬化型 UFC を用いた．ポルトラ

ンドセメント，ポゾラン材と無機粉体を混合したプ

レミックス粉体，水，細骨材，鋼繊維，膨張材，およ

び特殊高性能減水剤で構成されている．鋼繊維は

2.0%混入している． 

2．2 強度試験 

上記の材料で作製した供試体について圧縮強度試

験および割裂引張強度試験を行った．圧縮強度試験

においては φ50mm×100mm の供試体を作製し，側面

にひずみゲージを貼付し圧縮強度とヤング係数も併

せて求めた．割裂引張強度試験では φ100mm×100mm

の供試体を作製し，ひび割れ発生強度を計測した．ひ

び割れ発生強度は，供試体端面にひずみゲージを貼

付し，ひずみの変曲点から判断した．  

2．3 擬似完全拘束試験 

擬似完全拘束試験とは打込み直後からコンクリ－

トの変形を一軸方向に擬似的に完全に拘束するもの

である．本実験で使用した擬似完全拘束試験機の概

要を図-1に示す．供試体の寸法は図-2のように長さ

500mm，幅 100mm，厚さ 50mm とした．試験の制御

として供試体中央に 300mm の検長区間をとり，供試

体の収縮によって変化する点を精度 1/1000mm のパ

イゲージで計測し，供試体の収縮ひずみの値が 10μ

変化したとき変位が 0 になるように可動グリップを

動かし，供試体を制御した．可動グリップにはロード

セルが接続されており荷重が計測される．得られた

荷重を供試体の断面積で除して拘束応力を求める．

実験ケースは表-1に示す通りである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3． 実験結果 

3．1 強度試験 

 圧縮強度試験によって得られた圧縮強度とヤング

係数を図-3，割裂引張強度試験によって得られたひ

び割れ発生強度を図-4に示す．湿潤養生のケースで

表-１ 実験ケース 

ケース 測定期間 養生条件 

1 7 日 封緘 

2 7 日 湿潤 
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図-5 拘束応力の比較 

はフレッシュ性状を確保するために混和剤を増量し

たことにより凝結遅延の傾向が認められた． 

 

 
3．2 擬似完全拘束試験 

擬似完全拘束試験によって得られた拘束応力と材

齢の関係を図-5に示す．拘束応力は正が引張，負が

圧縮の応力となっている．図には拘束応力と同じケ

ースの割裂引張試験のひび割れ発生強度も合わせて

示している．UFC のような超高強度コンクリートは，

材齢 2 日程度までの初期材齢では自己収縮ひずみが

大きいがヤング係数が小さいことから拘束応力は小

さい．その後，材齢の進行に伴い収縮ひずみ（自己収

縮＋乾燥収縮）の増分は小さくなるが硬化体が形成

されヤング係数は大きくなるため拘束応力は緩やか

に増加していく． 

ケース 2 ではケース 1 よりも拘束応力の発現が早

いことが確認できるが，材齢 7 日での拘束応力の値

はケース 1，2 ともに引張側に約 2MPa 程度であり大

きな差異は見られなかった．湿潤養生では封緘養生

に比べ若材齢時に拘束応力が発現しやすいことから

ひび割れが生じる可能性が高く，図-5(b)に示すよう

に材齢約 1.3 日にはひび割れ発生強度を上回ってい

る．実際には，ケース 1，2 ともにひび割れが発生す

ることはなかった．  

 

 

 

4．おわりに 

 本研究では，各種養生条件下の UFC のひび割れ抵

抗性を擬似完全拘束試験により評価した．引き続き

データの蓄積が必要である． 
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図-3 圧縮強度試験結果 
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図-4 割裂引張強度試験結果 
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